
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（R5.5.15 愛知県酪農クラスター協議会事務局） 

栄養士の方に酪農を知ってもらう 

酪農インターンシップへのいざない 
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清水さんから「今回

こうして将来栄養士

になる学生が来てく

れたこともあり、一般

消費者よりも食の専

門家である栄養士の

方々に酪農の事をも

っと知ってもらって

はどうだろう。」との

発言がありました。 

そこで今回、畜産畑

ではなく栄養士の学

校に酪農インターン

シップの案内を出す

事にしました。 

どんな反響があるで

しょうか。全然ないか

もしれません。でもア

クションを起こす事

がまずは第一歩！ド

キドキしながら連絡

を待つ日々です。 

皆さんも知人に栄養

士を目指している方

がいましたらお声が

け下さい。 

また、牛乳消費拡大

について酪農側で出

来る事がありました

らご提案下さい。 

 

令和５年 2 月に刈谷市の清水牧場へ、愛知学泉大学の栄養士課程の学生がインターンシップ

に来ました。栄養士課程でなぜ酪農なのか。その理由は「酪農家がどんどん廃業していると聞

き、牛乳がやがて飲めなくなるのではと思い、そうなっては困るので私に何かできることは

ないか、という事で生産現場を見たい、酪農家さんの話を直接聞きたい！」ということでし

た。そこで、牛好き net 愛知の仲間で集まり彼女と牛乳消費拡大について話し合いをしまし

た。酪農家・乳業会社そして学生にて一致した意見は、安定的に牛乳を飲んでもらうには一過

性のＣＭやブームよりも、地道ではあるが酪農現場を見たり農家の話を聞いたりして、牛乳

が届くまでのストーリーを知ってもらう事だという意見でした。そのためにはどうするのか

という具体策を今後考えていく必要があります。 

 


